
15�それゆえ、
あの一つのもの
は時間の制約
を受けるもので
はなく、むしろ
全時間の外にあ
るのである

16�なぜなら、時間は間断なく
散らばり続けて広がりを形成す
るのであるが、永遠は同一なる
ものとしてとどまり、その果てる
ことのない力のゆえに、はるか
遠くに達すると思われている時
間よりも、強力で充実している
からである

時間について
プロティノスは
時間単独では
なく、永遠と対
比させることに
よってその性
質を明らかにし
ようとしている

19�つまり時間は、<無限に
進行しているように見える
けれども、点（中心）に依存
しながら、そのまわりをめぐ
って走っている線>のような
ものであって、その線がど
ちらの方向に走ろうと、その
点は線に映しだされてくる
のである

21�なぜなら点
は静止してい
て、線がその点
を中心にしなが
ら回転している
からである

22�したがって、
もし時間の<有
において同一な
るものとしてと
どまっているも
の>との関係が
類似しており、

しかもあの
一つのもの
は恒常性に
おいて無限
なるのみな
らず、力にお
いても無限
であれば、

プロティノスの
「有るものは同一のものでありながら、同時に全
体としていたるところに存在するということにつ
いて第二編」VI-5-(23)

11�というのも、もし
真直な線が純然た
る量ではないとすれ
ば、限定された真直
な線も純然たる量
ではないと言って、
どんな支障がある
のであろうか

12�だが、
線のペラス
（限界）は点
であって、そ
れは「量」以
外の類には
含まれない
のである

14�してみると、
限定された面も
「量」であること
になる

15�なぜなら、
面を限定するの
は線であり、線
は点よりもはる
かに量的なもの
だからである

15�それゆえ、もし限定され
た面が「量」に含まれ、その
限定された面が四角形で
あったり、多辺形であった
り、六辺形であったりするの
であれば、形態はすべて
「量」に含まれることにもな
るであろう

点は方向性がな
く、大きさもない
ので、量であり、
線の構成要素は
点であるから、線
も、量である

ゼノンが提示したとされるパラドックス〜二分法
（Wikipedia）
地点Aから地点B0へ移動するためには、まずAから
の距離がAB0間の距離の半分の地点B1に到達しな
ければならない。さらにAからB1へ移動するために
は、Aからの距離がAB1間の距離の半分の地点B2
に到達しなければならない。以下、同様に考えると、
地点Aから地点B0へ移動するには無限の点を通過し
なければならず、そのためには無限の時間が必要で
ある。よって、有限の時間で地点Aから地点B0へ移
動することは不可能である。

「移動するには無
限の点を通過しな
ければならず「で
はなくて、距離を
分割しても点には
ならないゆえに、
通過とは常に線上
を動くことである、
と解釈すべきであ
る

アンリ・ベルクソンは、ゼノンの議論は時間や運動を
空間に翻訳するものとした上で、運動そのものは持
続であって分割不能であるとしている。（Wikipedia）

点とは位置を示す
「印」であって、線
上においては先あ
るいは後を示すも
のであり、線の交
叉する位置もま
た、それぞれの線
の先と後を区別す
るものである

線を分割すると線
分が得られるので
あって、点とはなら
ない。また点は印
であるから、これを
集めても線とはな
らない

点と点を結ぶもの
は実数という連続
な数である

線を分割すると端
を点で示される連
続な実数が与えら
れる

プロティノスの
「有るものの類について第三篇」VI-3-(44)

空間と等質性

�ところで、空間が
等質のものとして
定義されるべきで
あるとすれば逆に
すべての当質的で
無規定の環境は空
間となるように思
われる

ベルグソン全集　I  
時間と自由　平井啓之　訳　白水社、1965

第二章　意識の諸状態の多様性についてー持続の観念

なぜならこの場合等質
性とはすべての質の欠
けているところに成り立
つのであるから、当質
的なものの二つの形式
がどうしてお互いに区
別がつくのかわからな
くなるからだ

いかもそれにもかか
わらず、時間を、空
間とは別物ではある
が、それと同様に等
質な、無規定の環
境とみなる点で、人
びとは一致している
のだ

こうして等質性
は、それをみた
すものが共存か
それとも継起で
あるかにしたがっ
て、二重の形式
を身につけるよう
になる

もっとも、時間を、意識の諸状
態がそこに展開されるように見
える等質の環境である、とする
場合には、そうすることによっ
て時間を一挙に自分のものに
することになるが、そのことは
すなわち時間を持続からひき
はなすと言うことと同じなのだ

この簡単な反省
を行なっただけ
で、その場合わ
れわれが無意識
のうちに空間の
中にふたたび落
ちこんでいること
を告げられるは
ずである

他方において、物質的事
物は、お互いに外的であり
またわれわれに対しても
外的なものであるが、この
二重の精確を、事物相互
のあいだに間隔を設定し
その輪郭を定める環境に
等質性から借り来たってい
ることがわかる

しかし意識の事
象は、たとい継起
的なものであっ
ても、お互いに浸
透しあっており、
その中の最も単
純なもののうちに
も心全体が反映
できるものなの
だ

それで、等質的環境の
形で考えられた時間と
は、純粋意識の領域内
へ空間の観念が侵入し
たために生じた、折衷
的概念でないかどう
か、検討してみる必要
があるだろう

いずれにしても、時間と
空間と言う等質的なも
のの二形式を、はじめ
にそのいずれかがもう
一方のものに還元され
うるのではないかと探
求もしてみないで、決
定的に認めてしまうこと
はできぬだろう

さて、外在性は空間を
占める事物に固有の性
格であり、一方、意識
の事象は本質的にはお
互いに外的ではなく、
当質的環境とみなされ
た時間の中に展開され
た場合にはじめてそう
なるのである

したがって、時間と空
間という、等質的なもの
の二つの形式とみなさ
れるもののうちいずれ
か一つがもう一方から
派生するものとすれ
ば、空間の概念こそ基
礎的所与であると先験
的に断定できる

けれども、時間の観念
が外見は単純なのにた
ぶらかされて、これら二
つの観念を還元しよう
とこころみた哲学者た
ちは、持続の表象でも
って空間の表象を構成
することができると信じ
てしまった

このような理論のあや
まりを示すことによっ
て、時間は、無限定で
等質的な環境の形で
考えられたとき、いかに
して反省的意識につき
まとう空間の亡霊にす
ぎなくなるかを、示して
みせよう

等質的時間と具体的
持続

実際、英国学派は、
延長の関係を持続に
おける程度の差こそ
あれ複雑な継起の関
係に帰してしまおうと
努力している

眼を閉じて、ある表面
に沿って手を動かすと
き、この表面に対する
指の摩擦感やとりわけ
その関節のはたらきが
変化することによって一
連の感覚があたえられ
るが、

それらの感覚はた
だその質によって
のみ区別がつくも
のであり、また時
間の中である順序
を示している

また一方、経験に
よって、この一連
の感覚は可逆的な
もので、性質を異
にする努力によっ
て、同じ諸感覚を
逆の順序でもつこ
ともできるはずだ、
と言うことが教えら
れている

空間の中の位置の
関係は、その場
合、もしもこんな風
に言ってよいもの
なら、持続におけ
る継起の可逆的関
係である、と定義
されるだろう

しかしこのような
定義は、悪循環
か、少なくとも、
持続についての
きわめて皮相な
観念をひそめて
いる

もう少し先でくわしく示
すつもりだが、実際、持
続について可能な二つ
の考え方があり、その
一つは混合からはいっ
さい純粋であるが、もう
一方は空間の観念がこ
っそりと介入してきてい
る

まったく純粋な持続と
は自我が生きることに
身をまかせ、現在の状
態とそれに先行する諸
状態とのあいだに境界
を設けることを差しひか
える場合に、意識の諸
状態がとる形態である

そのために
は、移り行く
感覚や観念
の中に全面的
に没入する必
要はない

なぜなら、そ
のような場合
には、反対
に、自我は持
続することを
やめてしまう
はずだからで
ある

しかしまた先
行する諸状態
を忘れてしま
うことも必要
ではない

しかしまた先
行する諸状態
を忘れてしま
うことも必要
ではない

これらの諸状態を思い出す際に、自我
はそれらを現在の状態に、ちょうど一
つの点を他の点と並置するようなぐあ
いには並置することなく、あるメロディ
ーの構成音をいわば一体となって融
合したまま思い起こすときのように、先
行する諸状態と現在の状態とを有機
化するれば事足りるのである

これらの音が継起する場合にも、
われわれはやはり一方の音の中
に他方の音をも認めるのであっ
て、それらの音の全体は、その身
体各部に区別はありながら、お互
いの結びつきの効果そのものに
よってそれらが浸透し合っている
生きものにもなぞらえうるべきも
のだ、と言いえないもだろうか

その証拠には、もしメロディーの
一つの音を不当に強調して調子
を乱すようなことがあると、その
あやまりを告げ知らせるものは、
長さそのものとしてのその行き過
ぎた長さではなく、そのことによっ
て小楽節全体にもたらされた質
的変化なのだ

それで区別を欠
いた継起という
ものを、しかも、
諸要素の相互
浸透、連携、内
面的有機化とし
て考えることが
できる

その諸要素のそ
れぞれは、全体
をあらわしてお
り、抽象能力の
ある思考によっ
てだけ全体から
区別され切りは
なされるものな
のだ

同時に同一的でもあ
り変化もしている、空
間についていかなる
観念ももたぬような
存在が、持続につい
ていだくだろうと思わ
れる表象とは、うたが
いもなく以上のような
ものとなるだろう

ところが、空間の観
念になじんでいて、
それに取りつかれて
さえいるわれわれ
は、それと意識しな
いで、純粋の継起を
思いうかべる際に空
間を導入してしまう

われわれは意識の諸
状態を、もはやそれ
らの状態相互の中に
ではなく、並び合うも
のとして、同時に知
覚できるようなぐあい
に並置する

要するに、空間の中
に時間を投影し、持
続を延長としてあら
わすので、継起とは
われわれにとって、
各部分が相互に浸透
することなしに隣接し
ているような、持続し
た線とか鎖の形をも
とものとなる

このようなイメージはも
はや継起的ではなく同
時的な後、先の知覚を
含んでいること、また継
起には相違ないがしか
もただ一つの同じ瞬間
内に入りきれる用な継
起があると考えることは
矛盾であろうと言うこ
と、に注目しよう

ところで、持続の中の継起の順序、
およびこの順序の可逆性が語られ
るとき、問題になっている継起とは、
前に定義したような延長をまじえな
い、純粋の継起なのか、それとも、
いくつかのはなれて並置されたその
各項を同時に包括できるようなぐあ
いに空間内で展開される継起なの
だろうか

ベルクソンは、継
起が一列に連なっ
ているのが純粋な
継起のつながりで
あって、それが持
続であるとする

この答えは疑
いを容れない

はじめに諸項
を区別し、つ
いでそれらが
占める場所を
比較すること
なしには、そ
の間に順序を
定めることは
できないはず
だ

したがって諸
項は多数的、
同時的で、区
別のあるもの
として認めら
れているので
ある

一言でいえば、そ
れらは並置されて
いるのであって、
継起のうちに順序
が定められるの
は、継起が同時性
となり、空間内に
投影されるからで
ある

要するに、一つの
表面あるいは一本
の線に沿って指を
移動させて、私が
さまざまな性質の
一連の感覚をうる
とき、つぎの二つ
のことのうちいず
れかが起こる

まず、私はそれらの感覚
を持続の中でだけ思いう
かべるが、その場合、感
覚は、任意の瞬間に、そ
のいくつかを同時的でし
かも区別のあるものとして
表象しようとしてもできな
いようなぐあいに継起する
だろう

別の場合には、私は継起
の順序を識別はするが、
そのとき単に諸項の継起
を認めるだけではなく、そ
れらを区別した後でそれ
らを一線状に並列する能
力を私がもつ、ということ
である

継起が並列的なものであっ
ても、能力があるならばこれ
を一列に並べかえることがで
きる、すなわち、私における
継起は一直線にあるというこ
とか？

つまり、私
はすでに空
間の観念を
もっている
のである

こうして持続の中の可逆
的系列と言う観念、あるい
は単に、時間の中の継起
の一定順序と言う観念で
さえも、それ自体に空間
の表象を含んでいるの
で、空間を定義するため
に用いれあるわけには行
かぬはずだ

このような議論
にもっと厳密な
形をあたえるた
めに、任意の直
線とこの線上を
移動する物質的
な点Aとを想像
しよう

しかし、線を線の形で知
覚するためには、その線
の外に位置して、それを
取りかこむ空白があること
を納得し、したがって、三
つの次元をもった空間を
考えねばならぬ、というこ
とが見てとれぬ人がいる
だろうか

もしこの点が
自己意識をも
つとすれば、
それは、動く
のだから、自
分の変化を感
じるはずであ
る

つまり継起
を知覚する
だろう

しかしこの継
起はその点に
とって直線の
形を帯びて見
えるだろうか

その動点がみずから
たどるその線の上方
にいわばわが身をも
ち上げて、線上に並
んでいる幾つかの点
を同時に知覚できる
としたら、たしかにそ
のとおりだろう

しかしそうなればまさ
にそのために空間の
観念を形成すること
になるだろうし、その
動点はみずから受け
る変化が展開される
のを純粋持続の中で
はなしに空間内に見
ることになるだろう

ここにおいてわれわ
れは、純粋持続をくう
かんに似てはいるが
もっと単純な性質の
ものだとみなす人び
とのあやまりを指摘
することができる

彼らは好んで心理情態を並置
し、それらでもって一本の連鎖ま
たは線をつくり上げ、しかも、空
間とは三つの次元をそなえた環
境であるからと言うので、このよう
な作業の中に、いわゆる空間の
観念、その全体性としての空間
の観念を自分が介入させている
などとは、想像もつかぬのである

もしも意識に
上がる点Aが
いまだ空間の
観念をもって
いないとすれ
ば

ーーそしてわ
れわれはまさ
にこの仮定に
立たねばなら
ぬのだがーー

その点が通過して行く諸状態の継
起は、その意識の点にとって一本の
線の形を帯びることはありえず、そ
の諸感覚はお互いに運動的に加わ
り合って、あたかもわれわれがそれ
に身をまかせるメロディーの継起的
な楽音がそうなるように、相互に有
機化されるだろう

要するに、純粋持続とは、
質的変化の継起以外のも
のではありえないはずで
あり、それらの変化は、は
っきりとした輪郭をもた
ず、お互いに対して外在
化する傾向ももたず、数と
のあいだにいかなる血の
つながりももたずに、融合
し合い、浸透し合っている

それは純粋
の異質性
であろう

しかし、線を線の形で知
覚するためには、その線
の外に位置して、それを
取りかこむ空白があること
を納得し、したがって、三
つの次元をもった空間を
考えねばならぬ、というこ
とが見てとれぬ人がいる
だろうか

けれども、
今のところ
は、この点
を強調する
まい

持続にいささかの等
質性でも付与したが
最後、こっそりと空間
をみちびき入れたこ
とになることを示した
だけで、十分だ、とし
たい

もっとも、われわれは持続
の継起的瞬間を数えるも
のであるし、それに、数と
の関係によって、時間は
mず、まったく空間と類似
した、計測可能な大きさと
してあらわれることも事実
である

しかしここ
には重要な
区別をつけ
る必要があ
る

たとえば、
一分間経
過したと言
うとする

するとそれ
は、秒をき
ざむ振子が
六十回の
振動を果た
したことを
意味する

これらの六十回の振
動の表象を私が一挙
にそして精神のただ
一度の統覚作用によ
ってもつことになれ
ば、私は仮説によっ
て継起の観念を排除
してしまったことにな
る

私は、相ついで起こ
る六十回の振子の揺
れを思うのではなく、
固定した一線状の六
十の点を思うのであ
り、この点の一つ一つ
が記号となって、い
わば振子の一振動を
あらわしている

ーー他方において、これら六
十回の振動を継起的に思い
うかべたいとのぞみながら、
しかもそれらが空間内に生
まれ出てくる仕方は何ひと
つ変えようとしなければ、先
行する振動の記憶を排除し
てそれらの振動を一つずつ
思念せねばならないだろう

なぜなら空間
は先行する振
動のいかなる
痕跡もとどめ
ないのだから

けれどもまさ
にそのことに
よって私はた
えず現在の中
にとどまらざ
るをえなくな
ってしまうだろ
う

私は継起とか
持続とかを思
念することを
あきらめてし
まうことになる
だろう

最後にもしも、現
在の振子の振動の
像とともに、それに
先行する振動の記
憶を保持するなら
ば、つぎの二つの
ことのうちいずれ
かが起こるだろう

一つは、その二つ
のイメージを並置
する場合で、そう
すれば第一の仮定
にふたたび落ちコ
ムことになるだろう

さもなければ、二つのイメージの
おのおのが相手の中に含まれ
て、メロディーの楽音のように相
互に浸透し合い、有機化し合っ
て、数とはいささかの類似点もも
たない、区別なき多数性、あるい
は質的多数性とでも呼ばれるべ
きものを形成するのを認めること
になるだろう

こうなれば私は純
粋持続のイメージ
をうることになるだ
ろうが、また同時
に、等質の環境あ
るいは計測可能の
量という観念から
も全面的に離脱し
まうことになるだろ
う

意識を注意深く検
討してみると、持
続を記号によって
表象することをつ
つしむ場合にはい
つも、意識はこん
な風に行なってい
ることがわかるだ
ろう

振子の規則正しい
振動がわれわれを
眠りにさそくとき、
このような効果を
生むのは、最後に
きこえた音であり、
最後に知覚された
動きだろうか

いやそう
ではある
まい

なぜなら、そ
れではどうし
て最初の音
が同じように
作用しなかっ
たかがわから
ぬだろう

しかしながら
われわれは、
持続の本源
的に純粋なす
がたを表象す
るのに、信じ
がたいほどの
困難を覚える

そしてこのこ
とは、おそら
く、われわれ
あけで持続し
ているのでは
ないという事
実によるもの
である

われわれと同
様に、外的事
物もまた持続
しているよう
に見える

そして、この
観点から見た
とき、時間は
まったく等質
の環境である
ように思える

単にこの持続の瞬間
が、空間内の物体と同
じように、お互いに外在
的であるように見えるば
かりでなく、五感によっ
て知覚される運動も等
質的で計測可能な持
続のいわば触知できる
符号なのだ

その上、時間
は力学の方
式の中にも、
天文学者やさ
らに物理学者
の計算の中に
も、量の形を
とって入ってく
る

運動の速さが
計測されると
言うことは、す
なわち時間も
また大きさだ
ということを意
味する

今し方こころ
みた分析その
ものが補足を
要求している

なぜなら、も
しもいわゆる
持続なるもの
が計測されえ
ないものであ
るとすれば、
振子の振動
が計るものは
いったい何な
のであろうか

厳密に言えば、意識
によって知覚される
内的持続は、意識事
象相互の入り組み合
いや、自我の漸次的
な豊穣化と合致する
ものであることが認
められるだろう

しかし天文学者
がその方式の中
に導入する時
間、時計が等分
に分ける時間、
そのような時間
は別だ、と言う
人もあるだろう

つまり、それ
は計測可能
な大きさであ
り、したがって
等質的なのだ
と言うことに
なる

ーーけれども
それはいささ
かもそうでは
ないのであっ
て、周到に検
討すればこの
ような錯覚は
消えることだ
ろう

持続は計測できるか

私が、時計の文字盤
の上に振子の振動に
呼応する指針の動き
を眼で追うとき、世人
がそう信じているらし
くみえるように、私は
持続を計測している
のではない

私は持続を
計測してい
るのではな
い

私は同時
性を数える
にとどまる
のであっ
て、これは
はっきりと
別のことな
のだ

私の外の空間の中
には、針と振子の
ただ一つの位置し
かあったためしが
なく、なぜと言え
ば、過ぎ去った位
置については何ひ
とつ残らぬからで
ある

私の内部で
は、意識の諸
事象の有機
化や相互浸
透の仮定が
すすみ、それ
が真の持続を
つくる

それは、私が現在
の振動を知覚する
と同時に、振子の
過ぎ去った振動と
呼ぶものを心に表
象するようなぐあ
いに、私が持続し
ているからである

さて、しばらく
のあいだ、こ
れらの継起的
と言われる振
動を思念する
自我をのぞき
去ってみよう

すると残るものは
ただ、振子のただ
一つの振動にすぎ
ず、この振子のた
だ一つの位置にす
ぎぬと言ってさえ
よいので、したがっ
て持続は全然ない
ことになる

また一方、
振子とその
振動とを除
き去ってみ
よう

するともはや、お
互いに外在的な
瞬間もなく、数
との関係ももた
ない、自我の異
質的な持続が
残るばかりであ
ろう

こうしてわれわ
れの自我の中に
は、相互的外在
性なき継起があ
り、自我の外に
は、継起なき相
互的外在性が
ある

相互的外在性があるというわけは、現
在の振動とそれに先行するもはや存
在しない振動とのあいだには根本的に
区別があるからであり、継起を欠いて
いると言うのは、継起とは、過去を記
憶して二つの振動あるいはそれをあら
わす記号を補助的空間内に並置する
意識をもった目撃者にとってのみ存在
するからである

ーーところで、こ
の外在性なき継
起と継起なき外
在性とのあいだ
には、ちょうど物
理学者が浸透
現象と呼ぶもの
によく似た、一
種の交流が行
なわれる

われわれの意識生活の継起する各局面
は、お互いに浸透し合ってはいるのだが、
それぞれがそれと時を同じくする振子の振
動に対応しており、また一方、これらの振動
は、一つが生まれるときその前の振動はも
はやないので、はっきりと区別がついている
ために、われわれは意識生活の継起的瞬
間のあいだにも同じような区別をつける習
慣を身につけるようになる

いわば、振子
の振動が意
識生活をお互
いに外在的な
部分に解体す
るのである

このようにして持続は等質
的環境という錯覚的な形
をもつにいたり、空間と持
続というこれら二つの項を
結びつける連結線とは同
時性であって、それを時
間と空間との交差点であ
ると定義することもできる
だろう

エレア学派の錯覚

たいていの場合、運動は空間
のなかで行なわれると言われ
ているが、運動が等質的で分
割できるものであると宣言され
る場合には、あたかも空間と運
動とを同一視することが可能
であるかのように、運動の通過
した空間が思念されている

ところで、その点をもっとよく反省
してみると、運動体の通る継起的
な位置は実際、たしかに空間を
占めるが、それが一つの位置か
ら別の位置へと移動するその作
用、持続を占めていて意識をもっ
た目撃者にとってだけ現実性を
有する作用そのものは、空間をま
ぬがれていると言うことがわかる
だろう

この場合、わ
れわれがか
かわり合をも
つものは事物
ではなくて進
行である

一点から他の
点への移行と
しての運動は
精神的綜合
であり、心的
仮定であり、
したがって広
がりをもたぬ
ものである

空間の中には
空間のどの点
において運動
体を考察する
にせよ、ただ
位置しか得ら
れぬであろう

意識が位置以
外のものを知覚
するのであれ
ば、それは意識
が継起的ないく
つかの位置を記
憶していて、そ
れを綜合するか
らである

それは、等質
的環境の中に
これらの位置
を新たに展開
することによっ
てであるはず
はない

なぜなら、そんな
ことをしてもそれら
の位置をふたたび
結びつけるために
新しい綜合が必要
になることだろう
し、かくてはいつま
でもきりのないこと
となるだろう

つまり、ここには、
いわば質的綜合、
継起する諸感覚相
互の順を追った有
機化、メロディーの
一楽節に似た統一
が存するのである

有機化の説
明である

このようなものこそ
まさに、運動だけ
を思念し、この運
動から、いわば運
動性を抽出すると
きに、われわれが
運動についてもつ
観念である

このことを納得す
るには、突然に流
星を認めるときに、
何が感じられるか
を考えてみれば事
足りよう

このような極度のスピ
ードをもつ運動にあって
は、火の線のすがたで
あらわれる運動体が通
過した空間と、運動あ
るいは運動性の絶体に
不可分の感覚とのあい
だには、ひとりでに分離
が行なわれるものだ

また、眼を閉じてや
るす速い動作は、そ
の動作が通過した空
間を思いやらぬかぎ
り、純粋に質的な感
覚の形で意識にあら
われるだろう

要するに、運動には、
通過した空間と通過
の行為、継起する位
置とこれらの位置の
綜合、という、区別さ
れるべき二つの要素
がひそむ

これら二つの要素の
うち、はじめのものは
等質的量である。後
のものは意識の中で
のみ現実性をもつも
ので、それは質ある
いは強さと言いたけ
れば言ってよいもの
なのだ

しかしここでもまた相
互浸透作用が生じ、
純粋に運動性の強さ
にかかわる感覚と通
過された空間の外延
的表象とのあいだの
混同が生ずる

一方において、実際
われわれは、物はた
しかに分割できるが
行為は分割できない
と言うことを忘れて、
運動が通過した空間
の分割可能性そのも
のを運動そのものに
付与し、

ーーまた他方におい
てわれわれはこの行
為自体を空間内に投
影し、運動体が通過
する線に沿ってそれ
を押しつけ、要する
に、それを固定化す
る習慣を身につけて
行く

映画の仕組
みを言って
いるのか？

あたかも、進行をこ
のように空間の中に
局在させることが、結
局、意識の外でも、
過去は現在と共存し
ていると主張すること
になってしまわるか
のように

ーーわれわれの意見
では、運動と運動体
が通過した空間との
このような混同から、
まさに、エレア学派の
詭弁も生まれたので
ある

なぜなら二つの点を分っ
ている間隔は無限に分割
可能であり、そのでもしも
運動が間隔そのものの部
分のような諸部分から構
成されているのであれば、
その間隔は決して越えら
れることはないだろうから
である

しかし事実は、アキレス
の歩みの一つ一つが単
一で不可分の行為であ
り、このような行為を必
要な数だけ行なった後
では、アキレスは亀を
追いこしてしまうだろう

エレア派の連中の錯誤
は、彼らがこの不可分
で独自の一連の行為を
その下に横たわってい
る等質の空間と同一視
することから由来する

この空間は任意の法則
にしたがって分割され
たり再構成されたりでき
るので、彼らはアキレス
の運動全体を、もはや
アキレスの歩みによっ
てではなく亀の歩みに
よって再構成すること
が許されていると思いこ
むのである

亀のあとを追いかけるアキレ
スのかわりに、彼らは実は、
お互いに規制し合っている二
匹の亀、決して追いつかぬ
ように、同じ種類の同時性の
歩みあるいは行為を行なう
ように宣告されている二匹の
亀、を置き換えている

それではどう
してアキレス
は事実亀を追
いこせるのか

それはアキレスの
一歩一歩、亀の一
歩一歩が運動たる
限り不可分のもの
であり、空間たる
かぎりでは異なる
大きさだからであ
る

これこそ、ツェノンがアキレス
の運動を亀の運動と同じ法則
にしたがって再構成し、空間だ
けが恣意的な解体や再構成に
応ずるものだということを忘れ
て、かくて空間と運動とを混同
したときに、いささかも考慮しな
かった点である

実際は空間の中にあ
る、二つの運動体の同
時的な位置とそれらの
運動体の運動とのあい
だに区別をつけておき
さえすれば、空間は無
限に分割できるものとし
ておいてよい

その運動自体は
空間を占めるこ
とはできず、延
長よりもむしろ
持続であり、量
ではなしに質で
ある

運動の速度を
計測すること
は、やがて見
るように、単に
一つの同時性
を確認するこ
とである

この速度を計
算の中に導入
することは、
同時性を予見
するために便
宜的な手段を
用いることで
ある

こうして数学は、ある瞬間に
おけるアキレスと亀との同時
的位置を決定しようとつとめ
ているかぎり、あるいは、一
点Xにおける二つの運動体
の出逢い、それ自体が同時
性である出逢い、を先験的
に認める場合、数学たるの
役割のうちにとどまっている

しかし二つの同
時性のあいだの
へだりの中で起
こることを再構
成しようと主張
するとき、数学
はこの役割をこ
えてしまう

あるいは少なくとも、その場合
ですら、数学はやはり同時性
を、新しい同時性を考察するよ
うに、宿命的にみちびかれてし
まうもので、同時性の数を無限
に増やしてみても、不動のもの
で運動をつくり出したり、空間
で時間をつくったりはできない
ことを、数学は思い知らされは
ずだ

要するに、持続の中にある
等質的なものとは、持続し
ないもの、すなわち、いくつ
かの同時性がならぶ空間だ
けであるのと同様に、運動の
等質的要素とは、およそ運
動にはぞくさぬもの、運動体
が通った空間、つまり不動性
なのである


